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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 5,460 ― 192 ― 203 ― 129 ―

2021年3月期第3四半期 5,419 △37.9 △250 ― △236 ― △263 ―

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　128百万円 （―％） 2021年3月期第3四半期　　△262百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 8.72 ―

2021年3月期第3四半期 △17.53 ―

(注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当連結会計期間の期首から適用しており、2022年３月期第３四半期の係る各
数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、対前年同四半期増減率は記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第3四半期 6,161 4,609 74.8 318.71

2021年3月期 6,310 4,722 74.8 313.80

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 4,609百万円 2021年3月期 4,722百万円

注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当連結会計期間の期首から適用しており、2022年３月期第３四半期の係る各
数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2022年3月期 ― 3.00 ―

2022年3月期（予想） 4.00 7.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,100 11.7 300 ― 300 ― 225 ― 14.95

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 15,050,000 株 2021年3月期 15,050,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 587,900 株 2021年3月期 ― 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 14,843,715 株 2021年3月期3Q 15,050,000 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等へのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的と判断する一定の前提に基づいており、その達成を
当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異る可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予
想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P３「１、当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」を
ご覧下さい。

(決算補足説明資料及び決算説明会内容の入手方法）

　決算説明資料はTDnetで同日開示しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間における日本経済は、当期首より新型コロナウイルス感染症拡大が収まらず、個人消費

や経済活動が大きく制限されるなど厳しい状況にありましたが、９月末の緊急事態宣言解除後は、感染者数も急減し

たことから、緩やかな回復基調にありました。

　当社グループの主要顧客であるパチンコホール業界においては感染拡大に伴い、緊急事態宣言やまん延防止等重点

措置の発出が常態化したことにより、施設利用者の来店自粛や、集客を目的とした広告宣伝が自粛される傾向にあ

り、広告需要は低調に推移しました。また、パチンコホール以外の広告分野において、現在力を入れているフィット

ネス施設についても、新型コロナウイルス感染症拡大の影響は大きく、広告需要は低迷しました。一方で、９月末の

緊急事態宣言解除後は、施設の集客数も緩やかに増加する傾向にありました。

　こうした環境下で、当社グループでは主力の広告事業において、パチンコホール以外の顧客開拓、取引深耕を推進

し、収益の底上げに向けた取り組みを進めてまいりました。これらの取り組みは一定の成果が得られ、当第３四半期

連結累計期間の売上高は5,460百万円（前年同期は5,419百万円）、営業利益は192百万円（前年同期は250百万円の損

失）、経常利益は203百万円（前年同期は236百万円の損失）、親会社株主に帰属する四半期純利益は129百万円（前

年同期は263百万円の損失）となりました。

　なお、第１四半期連結会計期間より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等

を適用しております。

　これに伴い、代理人取引と判断される一部の取引について、その売上高の計上額を、これまで取引総額であったも

のから、純額へと変更しております。その結果、当第３四半期連結累計期間における売上高については、従来の計上

方法（取引総額）と比較して、568百万円減少しております。よって、当第３四半期連結累計期間における経営成績

等に関する説明は、売上高については前第３四半期連結累計期間と比較しての増減額及び前年同期比（％）を記載せ

ずに説明しております。

　なお、セグメント別の状況は以下のとおりであります。

（広告事業）

　当第３四半期連結累計期間におけるパチンコホール広告市場は、当上期中は、緊急事態宣言やまん延防止等重点措

置の発出が常態化し、積極的な広告出稿は控えられる傾向にあったものの、前年同期にあった緊急事態宣言に基づく

休業要請はなく、パチンコホール施設自体の営業は継続して行われていたことから、店内告知物やインターネット広

告等において、一定の受注を確保することが出来ました。しかしながら、コロナ禍以前の広告需要回復までには至ら

ず、引き続き厳しい事業環境にありました。また、フィットネス施設広告においても同様に、広告需要は低調に推移

しました。一方で、下期に入ってからは、感染者数の減少を背景に、これらの施設の集客数は増加に転じたこともあ

り、集客広告需要も緩やかながらも回復の傾向にありました。

　こうした環境下において、当社グループでは、新規業種の顧客開拓を推進いたしました。また、連結子会社㈱ユー

アンドユーにおいて、主力である通販広告以外の新分野における広告受注は、引き続き順調に増加しております。さ

らには、2021年３月に株式取得した㈱プレスエーの運営するフィットネス情報サイト「ＩＤＥＡＬ」についても堅調

に推移し、低迷するフィットネス広告分野における業績の下支えとなりました。また需要の回復に応じて、特に年末

商戦における各種施設の集客広告提案に注力し、受注の拡大に努めました。

　これらの結果、売上高は5,407百万円（前年同期は5,369百万円）、セグメント利益は380百万円（前年同期は15百

万円の損失）となりました。

（不動産事業）

　当第３四半期連結累計期間においては、連結子会社㈱ランドサポートが所有する千葉県柏市の土地の賃貸収益のほ

か、賃貸仲介物件の引き渡し等に伴う手数料収益６百万円の計上がありました。

　その結果、売上高は44百万円（前年同期は44百万円）、セグメント利益は21百万円（前年同期は13百万円の利益）

となりました。

（その他）

　当第３四半期連結累計期間においては、キャンピングカーレンタル事業等による、売上高は８百万円（前年同期は

５百万円）、セグメント損失は０百万円（前年同期は７百万円の損失）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は6,161百万円となり、前連結会計年度末比149百万円の減少となりま

した。これは、主に有価証券が152百万円減少したこと等によるものであります。

（負債）

　負債合計は1,551百万円となり、前連結会計年度末比36百万円の減少となりました。これは、取引高増加により仕

入債務が131百万円増加する一方で、長期借入金（１年内返済予定含む）が225百万円減少したこと等によるものであ

ります。

（純資産）

　純資産合計は4,609百万円となり、前連結会計年度末比113百万円の減少となりました。これは、親会社株主に帰属

する四半期純利益129百万円を計上する一方で、株主還元として自己株式取得197百万円及び利益配当44百万円を実施

したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当社４月16日付「2021年３月期決算短信「日本基準」（連結）」において公表した2022年３月期の業績予想

（以下、前回発表予想）は、１年間を通じて緊急事態宣言（及びこれに類する同レベルの強い営業制限や外出制

限等）が発出されないものと仮定した上で試算したものであります。

　当第３四半期連結累計期間においては、当第２四半期までの期間、そのほとんどが緊急事態宣言下にあったこ

とから、主力のパチンコホールの広告需要は低迷し、当社単体の業績は期初時点での試算を下回って進捗してお

ります。一方では、パチンコホール広告以外の事業を手掛ける連結子会社群の業績が連結業績を下支えしたこと

もあり、結果として当第３四半期連結累計期間の連結業績は、概ね当初の試算に沿って進捗しております。

　なお当第４四半期においては、オミクロン株の感染拡大により再び人流が急減する可能性があること等、先行

き不透明な経営環境が予測されるものの、その影響については合理的予測が困難であることから、現時点におい

て、前回発表予想を修正しておりません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,808 3,703

受取手形及び売掛金 973 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 1,198

有価証券 253 100

未収還付法人税等 13 －

その他 98 92

貸倒引当金 △1 △2

流動資産合計 5,145 5,091

固定資産

有形固定資産

土地 521 521

その他（純額） 77 68

有形固定資産合計 599 590

無形固定資産

のれん 60 51

その他 50 62

無形固定資産合計 111 114

投資その他の資産 454 364

固定資産合計 1,165 1,069

資産合計 6,310 6,161

負債の部

流動負債

買掛金 501 632

１年内返済予定の長期借入金 575 525

未払法人税等 39 58

その他 148 188

流動負債合計 1,264 1,404

固定負債

長期借入金 287 112

資産除去債務 8 8

その他 27 26

固定負債合計 323 147

負債合計 1,588 1,551

純資産の部

株主資本

資本金 751 751

資本剰余金 1,062 1,062

利益剰余金 2,908 2,993

自己株式 － △197

株主資本合計 4,722 4,609

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 0 △0

その他の包括利益累計額合計 0 △0

純資産合計 4,722 4,609

負債純資産合計 6,310 6,161

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

売上高 5,419 5,460

売上原価 4,122 3,885

売上総利益 1,297 1,574

販売費及び一般管理費 1,548 1,382

営業利益又は営業損失（△） △250 192

営業外収益

受取利息 0 0

有価証券利息 2 2

受取配当金 0 6

為替差益 － 4

助成金収入 21 －

その他 3 3

営業外収益合計 28 16

営業外費用

支払利息 4 2

為替差損 7 －

その他 2 2

営業外費用合計 14 5

経常利益又は経常損失（△） △236 203

特別損失

投資有価証券評価損 － 4

特別損失合計 － 4

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△236 198

法人税、住民税及び事業税 27 71

法人税等調整額 0 △1

法人税等合計 27 69

四半期純利益又は四半期純損失（△） △264 129

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △0 －

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△263 129

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △264 129

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1 △0

その他の包括利益合計 1 △0

四半期包括利益 △262 128

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △262 128

非支配株主に係る四半期包括利益 △0 －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2021年７月16日開催の取締役会決議に基づき、自己株式587,900株の取得を行いました。この結果、当

第３四半期連結累計期間において自己株式が197百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末において自己株式が

197百万円となっております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下、「収益認識会計基準等」とい

う。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当

該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、顧客へ

の販売における当社グループの役割が代理人に該当する取引について、従来顧客から受け取る対価の総額を収益と

して認識しておりましたが、当該対価の総額から第三者に対する支払額を差し引いた純額で収益を認識する方法に

変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認

識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほと

んどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

　この結果、従前の会計処理と比較して、当第３四半期連結累計期間の売上高及び売上原価は568百万円減少して

おりますが、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益には影響はありません。また、利益剰余金期首残

高に与える影響はありません。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示するこ

とといたしました。なお、収益認識会計基準第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度につい

て新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基

準第12号　2020年３月31日）第28－15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客

との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる影響はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３広告事業 不動産事業 計

売上高

(1）外部顧客への売上高 5,369 44 5,414 5 5,419 － 5,419

(2）セグメント間の内部売
上高又は振替高

－ － － － － － －

計 5,369 44 5,414 5 5,419 － 5,419

セグメント利益又は損失

（△）
△15 13 △1 △7 △9 △240 △250

（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３広告事業 不動産事業 計

売上高

(1）外部顧客への売上高 5,407 44 5,452 8 5,460 － 5,460

(2）セグメント間の内部売
上高又は振替高

－ － － － － － －

計 5,407 44 5,452 8 5,460 － 5,460

セグメント利益又は損失

（△）
380 21 402 △0 401 △209 192

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業のセグメントであり、ストレージ事業及びキャンピ

ングカーレンタル事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△240百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△240

百万円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業のセグメントであり、ストレージ事業及びキャンピ

ングカーレンタル事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△209百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△209

百万円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４.（会計方針の変更）に記載のとおり、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31

日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、収益認識に関する会計処理方法を変更しております。

なお、当該変更により、従来の方法と比較して、当第３四半期連結累計期間の広告事業の売上高は568百万

円減少しておりますが、セグメント利益への影響はありません。
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報告セグメント

当第３四半期連結累計期間

（自　2021年４月１日

至　2021年12月31日）

（百万円）

前年同期比

（％）

広告事業

　折込広告

　インターネット

　販促物

　クリエイティブ

　媒体

　その他

2,062

1,605

788

348

186

417

－

－

－

－

－

－

広告事業計 5,407 －

不動産事業

その他

44

8

－

－

合計 5,460 －

３．補足情報

生産、受注及び販売の状況

（１）生産実績

該当事項はありません。

（２）受注状況

当社グループの商品・サービスは、受注から納品までの期間がきわめて短いため、記載を省略しておりま

す。

（３）販売実績

当第３四半期連結累計期間の販売実績を報告セグメント別に示すと、次のとおりであります。

（注）（会計方針の変更）に記載のとおり、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月

31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、収益認識に関する会計処理方法を変更しておりま

す。このため、当該会計基準適用前の前連結会計年度の実績値に対する前年同期比（％）は記載しており

ません。なお、当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の広告事業の媒体の売

上高は464百万円、インターネットの売上高は87百万円、その他の売上高は16百万円減少しております。
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